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２-１�

　平成15年成人式が1月12日に総合文化センターで

行われました。（市では532人が成人）�

　各地区の実行委員を中心に運営され、「　　   」を�

テーマに将来への決意を誓いました。�

成　人　式�



２　　　�平成15年２月１日�

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
１
月
14
日
よ
り
戸
籍

事
務
の
電
算
化
を
始
め
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
戸
籍
に
係
る
証
明
書
の
様
式
や
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
電
算
化
に
よ
る
戸
籍
事
務
の
具
体
的
な
改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
戸
籍
制
度
は
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

に
戸
籍
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
１
０
０

年
以
上
に
わ
た
り
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ

と
（
国
籍
）
や
、
夫
婦
・
親
子
・
相
続
な

ど
の
身
分
関
係
を
証
明
す
る
唯
一
の
制
度

と
し
て
、
私
た
ち
の
社
会
基
盤
を
支
え
て

き
ま
し
た
。�

　
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
に
「
戸
籍
を

家
単
位
か
ら
夫
婦
単
位
と
す
る
」
新
戸
籍

法
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
平
成
６
年
12
月�

に
は
「
戸
籍
事
務
を
電
子
情
報
処
理
組
織

に
よ
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
明
治
以
来
、
和
紙

で
調
製
さ
れ
て
い
た
戸
籍
が
、
磁
気
デ
ィ

ス
ク
で
調
製
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
戸
籍
事
務

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
市
で
は
、
行
政
改
革
に
よ
る
事
務
の
効

率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
窓
口
対

応
時
間
の
短
縮
）
を
図
る
た
め
、
平
成
12

年
度
か
ら
戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。�

そ
し
て
戸
籍
（
現
在
戸
籍
）
、
除
籍
、

改
製
原
戸
籍
の
事
務
が
電
算
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
１
月
14
日
か
ら
見
や
す
い
証

明
書
の
発
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。�

「 

見
や
す
く
、そ
し
て
便
利
に 

」�

戸
籍
の
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す�

◇
戸
籍
法
の
改
正�

紙
か
ら
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ

紙
か
ら
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ�

紙
か
ら
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ

紙
か
ら
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ�

紙
か
ら
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ�

　
電
算
化
の
目
的
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る�

◇
電
算
化
の
目
的�

よ
り
早
く
、

よ
り
早
く
、よ
り
正
確
に

よ
り
正
確
に�

よ
り
早
く
、

よ
り
早
く
、よ
り
正
確
に

よ
り
正
確
に�

よ
り
早
く
、よ
り
正
確
に�



３�瑞浪市役所　☎ 68-2111

項　　目� 電　算　化　前� 電　算　化　後�

（全員）�

名  称�

戸籍謄本�

戸籍抄本�

縦書き、文書体、漢数字�

朱色� 黒色（電子印）�

白紙�
Ｂ４・Ｂ５サイズ�

全部事項証明書�

個人事項証明書�

一部事項証明書�

縦書き、箇条書き、算用数字�

地紋紙（改ざん防止用紙）�
Ａ４サイズ�

戸籍　　１通450円�
（除籍・改製原戸籍１通750円）�

（一部）�

（個人）�

書　　式�

用　　紙�

公　　印�

手 数 料�

　
従
来
の
「
戸
籍
謄
本
」
が
「
全
部
事
項

証
明
書
」
に
、
「
戸
籍
抄
本
」
が
「
個
人

事
項
証
明
書
」
と
「
一
部
事
項
証
明
書
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
証
明
書
も
こ
れ
ま
で
縦
書
き
の
文
章
表

現
だ
っ
た
謄(

抄)

本
は
横
書
き
に
な
り
、

「
出
生
」
「
婚
姻
」
な
ど
の
項
目
ご
と
に

箇
条
書
き
で
記
載
さ
れ
、
数
字
も
算
用
数

字
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
る
と
大
変

読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
（
除
籍
、
改

製
原
戸
籍
の
証
明
は
い
ま
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
）�

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
朱
印
で
押
さ
れ
て
い

た
証
明
印(

市
長
印)

は
黒
色
の
電
子
印
に

変
わ
り
ま
し
た
。�

と
て
も
見
や
す
く
な
り
ま
し
た

と
て
も
見
や
す
く
な
り
ま
し
た�

と
て
も
見
や
す
く
な
り
ま
し
た

と
て
も
見
や
す
く
な
り
ま
し
た�

と
て
も
見
や
す
く
な
り
ま
し
た�

◇
戸
籍
証
明
書
の
様
式
変
更�

　
戸
籍
の
記
載
事
項
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
登
録
す
る
場
合
、
使
用
で
き
る
文
字
は

「
社
会
一
般
に
お
い
て
正
し
い
と
認
め
ら

れ
て
い
る
文
字(

正
字)

」
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
具
体
的
に
は
「
常
用
漢
字
」
と
「
人
名

用
漢
字
」
お
よ
び
「
そ
の
他
国
民
一
般
に

通
用
す
る
文
字
」
な
ど
が
使
え
る
文
字
で

す
。�

　
そ
の
た
め
「
氏
」
ま
た
は
「
名
」
で
使

用
で
き
な
い
文
字
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
算
化
に
よ
り
そ
れ
に
対
応
す
る
正

字
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
対
象
の
方
に
は
既
に
文
書
で
通
知
い
た

し
ま
し
た
が
、
正
字
と
多
少
違
っ
て
い
て

も
、
デ
ザ
イ
ン(

書
き
癖
な
ど)

上
の
相
違

に
す
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
る
文
字
の
方
は

通
知
し
て
い
ま
せ
ん
。�

　
戸
籍
事
務
の
電
算
化
移
行
に
伴
う
氏
名

の
文
字
の
取
り
扱
い
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

◎
問
合
せ
　
市
民
課
市
民
係
　�

　
　
　
　
　
☎
内
線
１
０
５�

氏
名
は
正
字
で
記
載
さ
れ
ま
す

氏
名
は
正
字
で
記
載
さ
れ
ま
す�

氏
名
は
正
字
で
記
載
さ
れ
ま
す

氏
名
は
正
字
で
記
載
さ
れ
ま
す�

氏
名
は
正
字
で
記
載
さ
れ
ま
す�

◇
略
字
・
誤
字
は
正
字
に�

戸籍証明書の新旧対照表�

②
情
報
の
一
元
化
を
可
能
に
す
る
。�

③
戸
籍
の
正
確
性
を
確
保
す
る
。�

　
戸
籍
事
務
が
電
算
化
さ
れ
る
と
、
現
在

戸
籍
、
戸
籍
の
附
票
、
除
籍
、
改
製
原
戸

籍
が
同
一
シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
さ
れ
る
た

め
、
正
確
で
迅
速
な
事
務
処
理
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
証
明
書
の
発
行
に
か
か
る

時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
「
出
生
届
」「
婚

姻
届
」
な
ど
を
受
理
し
て
か
ら
謄
（
抄
）

本
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
に
１
週
間
ほ
ど
か

か
り
ま
し
た
が
、
早
く
て
翌
日
に
は
証
明

書
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
相
続
な
ど
に
必
要
な
証
明
書
一

式
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
１
時
間
近
く
か
か

っ
て
い
た
も
の
が
、
15
分
ほ
ど
で
発
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る
。�

平
成  

年  

月  

日�

岐
阜
県
瑞
浪
市
長    

� 

嶋 

芳 

男�
�

�

籍　本�

名　氏�

岐
阜
県
瑞
浪
市
上
平
町
一
丁
目
一
番
地�

平
成
拾
弐
年
拾
弐
月
拾
弐
日
岐
阜
花
子
と
婚
姻
届
出
瑞
浪
市
上
平
町
一
丁
目
一
番
地
瑞
浪
一
郎
戸
籍
か�

ら
入
籍�

平
成
拾
弐
年
拾
弐
月
拾
弐
日
瑞
浪
太
郎
と
婚
姻
届
出
岐
阜
市
本
町
一
丁
目
一
番
地
岐
阜
良
夫
戸
籍
か
ら�

入
籍� 平

成
拾
弐
年
拾
弐
月
拾
弐
日
編
成�

昭
和
五
拾
年
四
月
弐
日
瑞
浪
市
で
出
生
同
月
四
日
父
届
出
入
籍�

印�

印�

昭
和
五
拾
年
五
月
壱
日
瑞
浪
市
で
出
生
同
月
参
日
父
届
出
入
籍�

印�

印�

印�

瑞
　
　
浪
　
　
太
　
　
郎
　�

生出� 生出�名氏�名氏� 妻� 母� 父�

昭
和
五
拾
年
　
五
月
　
壱
日�

昭
和
五
拾
年
　
四
月
　
弐
日�

岐
　
阜
　
良
　
男�

瑞
　
浪
　
一
　
郎�

夏
　
子�

春
　
子�

花
　
　
子�

女　長� 男　長�

職印�

電算化前の「戸籍謄本」�電算化後の「全部事項証明書」�

（１の１）�全　部　事　項　証　明�

本　　　　　籍�

氏　　　　　名�

岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地�

瑞浪　太郎�

戸籍事項�

　　戸籍改製� 【改製日】平成１５年 １月１１日��

【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製�

戸籍に記録されている者�
【名】　太郎�

【名】　花子�

【生年月日】昭和５０年４月２日　　　【配偶者区分】夫�

【父】瑞浪一郎�

【母】瑞浪春子�

【続柄】長男�

身分事項�

　　出　　生�

�

�

�
　　婚　　姻�

【出生日】昭和５０年４月２日�
【出生地】岐阜県瑞浪市�
【届出日】昭和５０年４月４日�
【届出人】父�
�
【婚姻日】平成１２年１２月１２日�
【配偶者氏名】岐阜花子�
【従前戸籍】岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地 瑞浪一郎�

戸籍に記録されている者�

【生年月日】昭和５０年５月１日　　　【配偶者区分】妻�
【父】岐阜良男�
【母】岐阜夏子�
【続柄】長女�

身分事項�

　　出　　生�

�

�

�

　�

　　
婚　　姻�

【出生日】昭和５０年５月１日�

【出生地】岐阜県岐阜市�

【届出日】昭和５０年５月３日�

【届出人】父�

【婚姻日】平成１２年１２月１２日�

【配偶者氏名】瑞浪太郎�

【従前戸籍】岐阜県岐阜市本町１丁目１番地　岐阜良男�

以下余白�

発行番号 00000001�

　これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。　�

平成   年   月   日��

　　　　　　　　　　　　岐阜県瑞浪市長 

職印�
嶋 芳男�



　
12
月
25
日
、
第
８
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会

が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
前
回
ま
で
の
検
討
結

果
を
ま
と
め
た
中
間
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
細
部

に
わ
た
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
合
併
に
お
け
る
留
意
点
の
項
目
に
そ
の
対
応
策
が
盛

　
ら
れ
て
い
な
い
。
地
区
の
声
を
政
治
に
反
映
す
る
仕

　
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
。�

・
心
配
事
の
解
消
策
は
、基
本
方
針
以
降
に
述
べ
ら
れ
る
。�

・
地
区
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の「
地
域
審
議
会
」は
、

　
協
定
項
目
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、今
後
協
議
さ
れ
る
。�

た
が
、
不
均
一
課
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
委
員
間
の
意

見
が
一
致
せ
ず
、
次
回
以
降
の
協
議
に
持
ち
越
さ
れ
ま

し
た
。�

【
案
】  �

　
３
市
１
町
で
違
い
の
あ
る
税
政
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
取
り
扱
う�

・
個
人
市
町
民
税
の
均
等
割
り
に
つ
い
て
は
、
合
併
す

　
る
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
２
年
間
は
現
行
の
と
お
り

　
と
す
る
。�

・
法
人
市
町
民
税
の
法
人
税
割
に
つ
い
て
は
、
合
併
す

　
る
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
２
年
間
は
現
行
の
と
お
り

　
と
す
る
。
そ
の
後
は
税
率
を
１
０
０
分
の
１
４
、
５

　
と
す
る
。�

・
固
定
資
産
税
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
多
治
見
市
・
土

　
岐
市
の
例
に
よ
る
。�

・
軽
自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日
か
ら

　
末
日
ま
で
と
す
る
。�

・
入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
瑞
浪
市
・
土
岐
市
の
と
お
り

　
と
す
る
。�

・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
課
税
区
域
、
税
率
と
も

　
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
課
税
区
域
、
税
率
の
統
一

　
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。�

・
一
般
廃
棄
物
埋
立
税
に
つ
い
て
は
、
多
治
見
市
の
と

　
お
り
と
す
る
。�

・
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
多
治
見
市
・
瑞
浪
市
の

　
例
に
よ
る
。�

・
減
免
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
目
に
つ
い
て
統

　
一
的
な
処
理
基
準
を
作
成
す
る.�

�

【
意
見
要
旨
】�

・
不
均
一
課
税
を
２
年
か
ら
５
年
に
し
て
ほ
し
い
。�

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
協
議
を
進
め
て
い
け
ば
、
合
併
す

　
る
こ
と
に
よ
り
新
た
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
、

　
税
負
担
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
こ

　
の
問
題
は
、
先
延
ば
し
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。�

�

　
１
月
７
日
、
第
７
回
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
が
、
多

治
見
市
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
開
か
れ
、

「
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会
」、「
新
市
の
名
称
候
補

選
定
小
委
員
会
」
及
び
「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
選
定

小
委
員
会
」
の
各
委
員
長
か
ら
、
検
討
状
況
が
報
告
さ

れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
、
前
回
か
ら
の
継
続

協
議
と
な
っ
て
い
た
３
項
目
と
、
新
た
に
４
項
目
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。�

  

協
議
の
結
果
、
７
項
目
の
う
ち
３
項
目
に
つ
い
て
合

意
が
な
さ
れ
、
４
項
目
は
、
次
回
以
降
に
継
続
協
議
と

さ
れ
ま
し
た
。�

　
３
市
１
町
で
違
い
の
あ
る
税
政
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
よ
り
前
回
に
引
き
続
き
同
様
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し�

４�平成15年２月１日�

⑮

第
３
回
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

第
８
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

第
７
回 

合
併
協
議
会�

１
、
地
方
税
の
取
扱
い�

　
12
月
25
日
、
第
３
回
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員

会
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
前
回
か
ら
の
継
続

協
議
と
な
っ
て
い
た
公
募
す
る
名
称
に
３
市
１
町
の
現

行
の
名
称
を
含
め
る
か
ど
う
か
を
協
議
し
、「
含
め
る
」

こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
専
用
応
募
用
紙
を
使
う
場
合
の
郵
便
料
金
は
、

協
議
会
負
担
と
し
、
新
市
の
名
称
と
し
て
選
ば
れ
た
作

品
の
応
募
者

の
中
か
ら
抽

選
で
１
人
に

「
名
付
け
親

大
賞
」
と
し

て
10
万
円
分

の
商
品
券
を

贈
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。�

  

　
応
募
要
領

な
ど
は
、
合

併
協
議
会
だ

よ
り
２
月
１

日
号
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。�

�



　
新
設
合
併
と
決
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
合
併
の
日
の

前
日
に
す
べ
て
の
市
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
各
種
審

議
会
委
員
な
ど
の
特
別
職
の
委
員
が
失
職
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

  

し
か
し
、
特
別
職
が
す
べ
て
失
職
す
る
と
、
合
併
後

の
事
務
に
支
障
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
分
の
間
、
新
市
の
参
与
・
顧
問
と
位
置
付
け
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。�

  

ま
た
、
合
併
当
日
か
ら
新
市
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
各
首
長
の
中
か
ら
市
長
の
職
務
執
行
者
を
選
任

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
前
回
の
協
議
に
よ
り
、
事
務
局
案
が
示
さ
れ
、
全
会

一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
３
市
１
町
の
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

３
市
１
町
の
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。�

�

　
新
市
の
事
務
処
理
組
織
及
び
機
構
の
設
置
は
、
新
市

発
足
直
後
に
市
長
職
務
執
行
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
事
前
に
協
議
し
て
内
容
を
固
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。�

　
次
回
以
降
に
事
務
局
案
を
作
成
し
て
協
議
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
統
一
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。�

  

事
務
局
よ
り
、
次
の
案
が
示
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

  

慣
行
は
、
原
則
と
し
て
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
も

の
と
す
る
。�

　
各
市
町
に
は
、
市
町
章
、
市
町
民
憲
章
、
市
町
の
花

・
木
・
鳥
・
歌
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
新
市
の
シ
ン
ボ
ル
あ
る
い
は
基
本
姿
勢
と
な
る
も
の�

　
消
防
団
は
、
各
市
町
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
合
併
時

に
統
合
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
組
織
構
成
、
待
遇
な
ど
に
違
い
が
あ
る
の
で
、

暫
定
的
に
従
来
の
ま
ま
と
し
、
順
次
改
編
し
て
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
次
回
以
降
、
事
務
局
案
を
作
成
し
て
協
議
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�
　
各
市
間
に
同
じ
名
称
の
「
町
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
住
民
登
録
、
登
記
、
郵
便
な
ど
、
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
す
。�

  

次
回
以
降
、
調
整
方
法
の
案
を
事
務
局
で
作
成
し
、

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
３
市
１
町
の
同
一
名
の
町
名
】�

  

上
野
町
・
・
・
・
瑞
浪
市
と
多
治
見
市�

  

小
田
町
・
・
・
・
瑞
浪
市
と
多
治
見
市�

  

宮
前
町
・
・
・
・
瑞
浪
市
と
多
治
見
市�

  

御
幸
町
・
・
・
・
多
治
見
市
と
土
岐
市�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

第
９
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
３
月
６
日
（
木
）
13
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
４
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
２
月
19
日
（
水
）
９
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

第
　
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
２
月
28
日
（
金
）
９
時
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
傍
聴
申
込  

〒
５
０
９
ー
５
１
２
１�

　
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」
内 

　
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局�

�

              

　     

☎
５
３
ー
４
３
０
０�

�

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
n
o
-s
e
ib
u
.jp
�
�

５�瑞浪市役所　☎ 68-2111

合
併
協
議
会
開
催
案
内

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

・
合
併
と
同
時
に
市
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ

　
り
、
即
時
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の
。�

・
合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に
施
行
さ
せ
る
も
の
。�

・
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の
。�

　
新
設
合
併
に
よ
り
、
各
市
町
の
条
例
、
規
則
等
は
、

失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
市
に
お
い
て

必
要
な
条
例
、
規
則
等
は
、
新
た
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。�

　
前
回
示
さ
れ
た
、
条
例
等
の
取
扱
い
を
三
つ
に
区
分�

し
、
大
枠
で
協
定
項
目
と
し
た
協
定
案
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
条
例
、
規
則
等
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
各
協
議
項

目
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
次
の
区
分
に
よ
り
整
備

す
る
も
の
と
す
る
。�

【
協
議
結
果
】�

  
継
続
協
議
と
す
る
。�

２
、
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い�

３
、
条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い�

４
、
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い�

５
、
町
名
・
字
名
の
取
扱
い�

６
、
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て�

７
、
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て�

10
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平
成
14
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、

12
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
報
告
案
件
３
件
と
、
条
例
案
件
４
件
、

予
算
案
件
４
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ
の

他
案
件
１
件
、
認
定
案
件
９
件
、
議
員
発

議
５
件
、
請
願
１
件
の
合
計
28
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
　�

　
こ
の
う
ち
、
請
願
１
件
が
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。�

12
月
２
日
　
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
会

　
　
　
　
　
期
の
決
定
、議
案
上
程
、説
明
）�

12
月
９
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

12
月
10
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

　
　
　
　
　
質
疑
、
委
員
会
付
託
）�

12
月
11
日
　
市
民
福
祉
委
員
会�

12
月
12
日
　
総
務
文
教
委
員
会�

12
月
13
日
　
経
済
建
設
委
員
会�

12
月
16
日
　
第
一
決
算
特
別
委
員
会�

12
月
17
日
　
第
二
決
算
特
別
委
員
会�

12
月
24
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
　
　
　
　
論
、
採
決
）�

だ
よ
り�

●
専
決
処
分
の
報
告�

�

【
瑞
浪
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
沈
砂
池
ポ
ン
プ

　
場
設
備
改
築
更
新
工
事
の
委
託
金
額
を

　
変
更
す
る
も
の
】�

【
公
務
中
に
お
け
る
職
員
の
公
用
車
に
よ

　
る
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の

　
和
解
と
賠
償
額
を
定
め
る
も
の
】�

【
市
道
上
の
穴
に
よ
る
車
両
損
害
事
故
の

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

　
算(

第
３
号)�

�

【
一
般
会
計
予
算
を
七
億
八
千
二
百
七
十

　
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
五
十
五
億
千

　
百
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)�

�

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
を
三
百

　
二
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十
六
億
九

　
千
七
百
八
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
を

　
三
百
四
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
一
億

　
三
千
百
五
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
八
百
万

　
円
増
額
し
、
総
額
を
十
三
億
九
千
五
百

　
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結�

�

【
瑞
浪
市
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

　
整
備
事
業
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決
算
の

　
認
定�

�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉
白

　
寿
荘
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

　
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
事

　
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理

　
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

　
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
瑞
浪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と�

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員�

　
加
藤
健
二
さ
ん
（
土
岐
町
三
一
七
五
番

　
地
、
57
歳
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同

　
氏
を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
同
意
を
求
め
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定�

【
電
源
立
地
特
別
交
付
金
施
設
整
備
基
金

　
の
新
設
に
伴
う
改
正
】�

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定�

【
消
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
制
定�

【
道
路
法
を
適
用
し
な
い
道
路
等
、
河
川

　
法
を
適
用
し
な
い
河
川
等
の
法
定
外
公

　
共
物
を
管
理
す
る
条
例
の
制
定
】�

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
人
事
院
の
給
与
勧
告
に
伴
う
所
要
の
改
正
】�

会

期

日

程�

報

告

案

件�

条

例

案

件�

予

算

案

件�
人

事

案

件�

●
瑞
浪
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定�

�

【
議
員
定
数
削
減
に
よ
る
委
員
定
数
の
改
正
】�

●
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て�

【
第
１
決
算
特
別
委
員
会
、
第
２
決
算
特

　
別
委
員
会
の
設
置
】�

●
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

　
に
総
合
的
な
子
育
て
財
政
支
援
を
求
め

　
る
意
見
書�

�

●
障
害
者
支
援
費
制
度
の
導
入
に
伴
う
適

　
正
な
運
用
を
求
め
る
意
見
書�

�

●
地
域
雇
用
対
策
の
強
化
・
改
善
を
求
め

　
る
意
見
書�

�

議

員

発

議�

●
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」

　
（
仮
称
）
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
政
府
に

　
対
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

　
書
【
不
採
択
】
　�

請

　

願�
そ
の
他
案
件�

認

定

案

件�



　
１
月
５
日
、
新
春
恒
例
の
瑞
浪
市
消
防

出
初
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
消
防
に
尽
く
さ
れ
た
211
人
と
１
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）
　�

　
退
職
消
防
団
員
報
償�

大
島
忠
和
、
西
戸
利
彦
、
小
木
曽
幸
弘�

水
野
博
之
、
西
尾
達
也�

　
退
職
消
防
団
員
報
償 

�

佐
々
木
真
、
羽
柴
郷
太
、
堀
　
辰
彦
、�

足
立
好
充
、
今
井
尉
哲
、
加
藤
一
基
、�

伊
藤
賢
司
、
中
村
浩
一
、
上
田
一
男
、�

木
下
裕
介
、
加
藤
勝
利
、
山
崎
道
美
、�

羽
柴
利
幸
、
深
澤
　
基
、
小
栗
徳
百
、�

小
栗
由
也
、
有
賀
桂
一 

�

　
特
別
功
労
賞
　�

大
竹
滋
彦
（
消
防
本
部
）�

　
永
年
勤
続
功
労
章 
�

安
藤
哲
也
（
消
防
本
部
） �

　
勤
続
功
労
章 
�

田
口
典
宏
（
団
本
部
）
、�

有
我
俊
春
（
消
防
本
部
）  

�

　
功
労
章
　�

愛
知
忠
之（
第
１
分
団
）、
岸
本
卓
也
（
第
３

分
団
）、和
田
　
孝（
第
４
分
団)

、中
村
淳
司�

(

第
５
分
団)

、
足
立
博
隆（
消
防
本
部
） 

　
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
　�

伊
藤
敏
彦
（
妻
）
小
夜
子(

第
２
分
団)

　
功
労
章
　�

（
第
１
分
団
） 

今
井
昭
浩
、
伊
藤
正
彦
、�

大
原
公
平
、
奥
村
孝
志
、�

（
第
４
分
団
）
和
田
建
司 

�

　
功
労
章
　�

（
第
１
分
団
）
深
谷
直
人
、
松
原
利
之
、�

木
股
弘
勝
、
柴
田
芳
宏
（
第
２
分
団
）�

三
輪
和
年
、
小
栗
兼
一
、
大
竹
政
行
、�

玉
田
　
靖
、
酒
井
基
樹
、
熊
谷
知
治�

　
勤
労
章 

（
20
年
表
彰)�

岩
島
直
樹
（
団
本
部
） 

�

　
勤
労
章 
（
15
年
表
彰)�

（
団
本
部
）田
口
典
宏
、板
橋
正
博
、渡
邉�

良
昌
、（
第
１
分
団
）
愛
知
忠
之
、
今
井�

昭
浩
、
大
原
公
平
、
伊
藤
正
彦
、（
第
２�

分
団
）水
野
浩
二
、(

音
楽
隊
）安
藤
伸
啓�

　
功
績
章
　�

（
第
１
分
団
）成
瀬
浩
二
、
田
中
一
成
、�

伊
藤
和
義
、
中
里
建
史
、
永
田
慎
一�

（
第
２
分
団
）小
栗
一
好
、
山
内
雅
彦�

（
第
３
分
団
）足
立
富
秀�

（
第
４
分
団
）小
木
曽
栄
一
、
二
村
博
之�

（
第
５
分
団
）中
山
幸
士
、
伊
藤
恵
一 

（
第
３
分
団
）
河
野
文
隆
、
安
藤
知
幸
、�

山
口
悦
司
、
板
橋
輝
繁
、
伊
藤
　
裕
、�

後
藤
祐
二（
第
５
分
団
）加
藤
和
久
、
重
田

卓
己
、
西
尾
直
樹
、
鈴
木
　
一
（
音
楽
隊
）

可
知
更
一
、
斉
木
章
之
、
加
藤
日
出
子
、

伊
藤
道
廣
、
奥
村
か
お
る
、
木
田
み
ど
り
、

小
木
曽
友
恵
、
須
藤
恭
正
、
曽
川
夏
来
、

工
藤
秋
乃�

　
感
謝
状�

私
立
啓
明
保
育
園
　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
　�

　
功
績
章
　�

（
第
１
分
団
）
林
雄
二
郎
、
岩
島
健
一
、�

山
内
宏
幸
、
小
木
曽
隆
広
、
日
比
野
順
一�

（
第
２
分
団
）
小
栗
孝
範
、
小
栗
貴
臣
、�

小
栗
寛
道
、
渡
辺
雅
人
、
渡
辺
裕
隆
、�

市
川
利
昌 

（
第
３
分
団
）
安
藤
貴
正
、�

牧
野
琢
廣
、
土
本
裕
志
、
土
屋
尋
一
、�

　
功
績
章
　�

（
第
１
分
団
）
須
藤
　
務
、
小
栗
賢
二
、�

荻
原
龍
一
、
加
藤
　
昇
、
加
納
宏
樹
、�

市
川
昌
宏
、
水
野
健
司
、
鈴
木
敏
夫
、�

安
藤
洋
一
、
有
賀
雅
則
、
大
竹
克
也
、�

伊
東
範
明
、
安
藤
博
之
、
�
嶋
　
剛�

（
第
２
分
団
）
小
栗
秀
仁
、
西
尾
嘉
晃
、�

森
　
誠
治
、
堀
部
満
晴
（
第
３
分
団
）�

花
房
康
司
、
安
藤
元
一
、
足
立
和
重
、�

石
川
　
誠
、
三
好
宏
茂
、
市
川
信
義
、�

水
野
伸
明
（
第
４
分
団
）
西
尾
治
徳
、�

愛
知
郁
好
（
第
５
分
団
）
加
藤
　
忍
、�

樋
田
旨
生
、
藤
田
直
基�

（
音
楽
隊
）
土
屋
美
千
代�

（
消
防
本
部
）
渡
辺
義
章
、
渡
辺
千
尋 

　
勤
労
省
　  

�

（
第
１
分
団
）伊
藤
和
義
、
三
輪
武
彦
、�

山
内
泰
治
、
小
林
健
吾
、
小
木
曽
昌
弘
、

遠
山
博
隆
、
仙
石
雅
大
（
第
２
分
団
）�

山
内
雅
彦
、
小
関
敦
規
、
三
輪
康
久
、�

遠
藤
孝
彦
、
古
田
　
清
（
第
３
分
団
）�

岩
島
宗
穂
、
和
田
慎
一
、
水
野
　
薫
、�

足
立
宏
志
（
第
４
分
団
）
和
田
裕
之
、�

吉
田
　
真
、
澤
井
茂
和
、
山
田
伸
二
、�

永
井
博
之
、
後
藤
宏
充�

（
第
５
分
団
）伊
藤
恵
一�

　
功
績
章   

�

（
第
１
分
団
）山
内
勝
幸
、
有
賀
大
輔
、�

土
屋
　
剛
、
早
瀬
　
徹
、
後
藤
哲
臣
、�

伊
藤
嘉
朗 

（
第
２
分
団
）安
藤
大
樹
、�

小
栗
政
昭
、
安
藤
浩
士
、
小
栗
準
也
、�

近
藤
裕
久
、
大
塚
栄
作
、
真
鍋
嘉
孝
、�

堀
部
博
明
、
纐
纈
琢
磨   

（
第
３
分
団
）�

溝
口
博
士
、
小
川
勝
彦
、
井
上
　
明
、�

堀
田
清
彦
、
熊
谷
時
人
、
鍋
谷
志
郎
、�

山
路
邦
夫
、
板
頭
　
誠
、
足
立
昌
隆
、�

足
立
寛
聡
、
三
輪
　
功
、
長
谷
川
正
文�

（
第
４
分
団
）長
井
良
生
、
工
藤
雄
一
、�

長
江
将
由
、
岩
島
広
明
、
須
藤
智
也
、�

鵜
飼
宗
稔
、
浜
島
年
伸
、
加
納
広
正
、�

熊
澤
博
隆   

（
第
５
分
団
）
小
木
曽
孝
之
、

高
木
慎
治
、
岩
崎
琢
也  

（
音
楽
隊
）橋
本�

芳
彦
、
西
尾
品
美
、
西
尾
智
博�

足
立
康
明
、
渡
辺
浩
敏  (

第
４
分
団)�

勝
股
伸
一
、
工
藤
剛
生
、
岡
庭
洋
一
、�

下
林
俊
幸 

（
第
５
分
団
）渡
辺
篤
史
、�

河
野
多
加
志  

（
音
楽
隊
）伊
藤
ひ
と
み�

消
防
出
初
式
表
彰

消
防
出
初
式
表
彰�
消
防
出
初
式
表
彰

消
防
出
初
式
表
彰�
消
防
出
初
式
表
彰

消
防
出
初
式
表
彰�
消
防
出
初
式
表
彰�

７�瑞浪市役所　☎ 68-2111

消
防
庁
長
官
表
彰�

岐
阜
県
知
事
表
彰�

地
域
振
興
局
長
表
彰�

県
消
防
協
会
長
表
彰�

市
長
表
彰�

団
長
表
彰�

消
防
長
表
彰�

消
防
協
会
長
表
彰�



　
地
震
へ
の
備
え
を
的
確
に
行
う
に
は
、
前
提
と
な
る

地
震
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。
岐
阜

県
で
は
、
最
近
の
地
震
学
研
究
に
も
と
づ
き
、
ま
た
県

が
全
国
的
に
も
活
断
層
の
密
集
地
域
で
も
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
県
内
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

地
震
と
し
て
、
以
下
の
２
大
地
震
群
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。�

　
太
平
洋
沖
合
の
巨
大
地
震
（
３
種
）
…
東
海
地
震
、

東
南
海
地
震
、
東
海
・
東
南
海
地
震
の
複
合
地
震�

活
断
層
性
内
陸
浅
発
地
震
（
３
種
）
…
跡
津
川
断
層
系
、

阿
寺
断
層
系
、
関
ヶ
原
・
養
老
断
層
系
地
震�

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
る
県
内
全
域
の
震
度
分

布
が
詳
し
く
算
定
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、

瑞
浪
市
の
場
合
、
最
も
危
険
性
の
高
い
の
は
「
複
合
地

震
、
阿
寺
断
層
系
地
震
」
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
当
面
、
や
は
り
東
海
・
東
南
海
地
震
の

同
時
発
生
を
想
定
す
る
複
合
地
震
を
最
強
の
敵
と
み
て

備
え
を
進
め
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
第
１
図
は
、
こ
の
複
合
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
瑞

浪
市
全
域
の
震
度
分
布
を
示
し
た
も
の
で
す
（
岐
阜
大

に
よ
る
）。こ
れ
か
ら
、
市
内
の
最
大
震
度
が
5.8
（
震
度

６
弱
）
と
な
り
、
最
も
小
さ
い
と
こ
ろ
で
も
5.2（
５
強
）

程
度
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
震
度
６
弱

（
5.5
以
上
）
の
大
き
な
揺
れ
が
市
の
中
西
部
地
区
に
分

布
し
、
さ
ら
に
土
岐
川
・
小
里
川
流
域
を
挟
ん
で
南
西

か
ら
北
東
に
向
け
て
延
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
地
区
は
新
し
い
地
層
か
ら
な
る
平
坦
地
で
あ
り
、

市
の
中
心
街
区
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
こ
の
地
区
を
挟
ん
で
種
々
の
被
害
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

　
地
震
は
台
風
等
と
違
っ
て
そ
ん
な
に
頻
繁
に
発
生
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
地
震
へ
の
備
え
は
な
か

な
か
目
が
行
き
届
き
ま
せ
ん
。
第
２
図
は
鳥
取
県
西
部

地
震
（
２
０
０
０
年
10
月
発
生
）
の
被
災
地
域
―
境
港

市
―
で
、
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
地
震
の
前
と
後
で

調
査
を
行
っ
た
結
果
で
す
。
こ
の
よ
う
に
「
実
」
地
震

の
襲
来
を
受
け
て
、
あ
わ
て
て
備
え
を
始
め
た
様
子
が�

歴
然
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
何
も
し
な
い
よ
り

は
い
い
の
で
す
が
、
「
後
の
祭
り
」
の
面
も
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。�

　
世
帯
を
中
心
と
す
る
地
震
へ
の
備
え
と
い
え
ば
、
わ

が
家
を
守
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
「
耐
震
診
断
」
を
し
、
必
要
な
場
合
に
は
「
耐
震
補

強
」
を
実
施
す
る
と
い
う
の
が
一
般
の
手
順
で
す
。
し

か
し
、
診
断
は
し
た
も
の
の
、
補
強
に
は
な
か
な
か
踏

み
込
め
て
い
な
い
の
が
、
わ
が
国
の
実
情
で
す
。
こ
れ

に
は
相
当
の
経
費
が
か
か
る
の
が
大
き
な
理
由
で
す
が
、

こ
の
こ
と
と
も
絡
ん
で
「
一
体
ど
こ
ま
で
補
強
し
た
ら

い
い
の
か
」
が
判
然
と
せ
ず
、
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
診
断
の
結
果
か
ら
、
一
般

に
は
耐
震
得
点
値
と
住
家
の
耐
震
強
さ
と
が
、�

・
耐
震
得
点
値
0.7
以
下
　
　
倒
壊
の
危
険
が
あ
る�

�

・
耐
震
得
点
値
0.7
〜
1.0
　
　
や
や
危
険
で
あ
る�

・
耐
震
得
点
値
1.0
〜
1.5
　
　
一
応
安
全
で
あ
る�

・
耐
震
得
点
値
1.5
以
上
　
　
安
全
で
あ
る�

�

の
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

耐
震
得
点
値
が
1.5
以
上
と
な
る
よ
う
に
補
強
す
る
の
が

理
想
で
す
が
、
こ
れ
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
り
、�

８�平成15年２月１日�

�

　
東
海
地
震
の
切
迫
が
報
じ
ら
れ
る
昨
今
で
す
が
、

瑞
浪
市
の
場
合
、
今
一
歩
の
努
力
を
す
る
こ
と
で

地
震
に
う
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
想
定
地
震
と
耐
震
診
断
の
２
つ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
簡
単
に
説
明
致
し
ま
す
。�

わ
が
敵
を
知
る

わ
が
敵
を
知
る�

わ
が
敵
を
知
る

わ
が
敵
を
知
る�

わ
が
敵
を
知
る�

地
震
へ
の
備
え

地
震
へ
の
備
え�

地
震
へ
の
備
え

地
震
へ
の
備
え�

地
震
へ
の
備
え�

東
濃
地
震
科
学
研
究
所�

副
主
席
主
任
研
究
員�

太  

田
　
　
裕�

地震への備え…鳥取県西部地震の�
前後における変化�
�

迫
り
く
る
地
震
か
ら

迫
り
く
る
地
震
か
ら�

　
　
　
わ
が
家
を
守
る

　
　
　
わ
が
家
を
守
る�
迫
り
く
る
地
震
か
ら

迫
り
く
る
地
震
か
ら�

　
　
　
わ
が
家
を
守
る

　
　
　
わ
が
家
を
守
る�
迫
り
く
る
地
震
か
ら�

　
　
　
わ
が
家
を
守
る�

住宅耐震化�

家具固定�

家族会議�

訓練参加�

近隣相談�

地震保険�

脱・救出用具�

非常食・水�

60％�

40％�

20％�

0％�

地震以前�
地震以後�

複合地震による瑞浪市の想定震度分布�

第１図�

第２図�

5.75ー6�

5.5ー5.75�

5.25ー5.5�

5ー5.25�

4.75ー5



　
ま
ず
、
わ
が
家
が
備
え
る
べ
き
耐
震
性
の
程
度
を
以

下
の
よ
う
に
４
段
階
に
区
分
し
て
み
ま
し
た
。�

・
生
命
の
危
険
を
伴
わ
な
い�

・
居
住
不
能
（
大
破
以
上
）
に
は
至
ら
な
い�

・
若
干
の
被
害
は
発
生
す
る
が
、
雨
露
は
凌
げ
る�

・
生
活
支
障
ほ
と
ん
ど
な
し�

　
中
で
も
、
第
一
の
も
の
は
わ
が
家
か
ら
死
者
を
出
さ

な
い
こ
と
を
旨
と
し
て
お
り
、
い
わ
ば
最
低
限
の
要
請

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
わ
が
家
が
保
持
す
べ
き

「
最
低
得
点
と
そ
の
市
内
分
布
」
に
つ
い
て
算
定
し
た

も
の
が
第
３
図
（
ａ
）
で
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、「
震
度

７
」
の
場
合
と
違
っ
て
、
必
要
な
耐
震
得
点
の
下
限
は

0.1
〜
0.2
点
と
い
っ
た
小
さ
な
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
に
は
驚
か
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
瑞
浪

市
で
は
想
定
（
複
合
）
地
震
に
よ
る
震
度
の
最
大
値
が

5.8
（
震
度
６
弱
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
瑞
浪
市
に
あ
っ
て
は
『
非
常
に
古
い
、

耐
震
性
の
極
端
に
低
い
家
』
を
除
け
ば
生
命
の
危
険
は

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
住
家
の

　
瑞
浪
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
こ
一
番
の
踏
ん
張

り
を
さ
れ
る
こ
と
で
、
来
る
べ
き
地
震
時
に
「
死
傷
者

多
発
」
と
い
う
悲
惨
な
事
態
を
招
か
な
く
て
済
む
の
で

す
。こ
の
こ
と
を
銘
記
さ
れ
、地
震
か
ら
の
安
全
確
保
に

向
け
て
素
早
い
立
ち
上
げ
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。�

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課
（
☎

内
線
２
４
８
）
に
相
談
窓
口
を
用
意
し
て
い
ま
す
。�

う
ち
、
特
に
市
中
心
部
の
震
度
が
６
弱
と
な
る
地
区
の

も
の
に
つ
い
て
、
事
前
に
若
干
の
補
強
を
す
る
な
ら
ば
、

死
者
・
重
傷
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
ま
す
。
　
　�

第
３
図
（
ｂ
）、（
ｃ
）、（
ｄ
）
は
上
記
の
「
わ
が
家
を

守
る
」
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
を
充
た
す
耐
震
得
点
値
分

布
を
示
し
た
も
の
で
す
。「
居
住
不
能
に
は
至
ら
な
い
」

か
ら
「
生
活
に
支
障
な
し
」
に
至
る
段
階
で
必
要
と
な

る
得
点
値
は
少
し
ず
つ
増
加
し
ま
す
が
、
耐
震
得
点
は

最
大
で
も
1.0
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
補
強
に
要
す
る
経

費
も
大
き
な
無
理
は
生
じ
ま
せ
ん
。�

�

　
耐
震
診
断
の
実
施
に
は
や
や
専
門
知
識
を
必
要
と
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
「
診
断
を
す
べ
き
か
、
ど
う
か
」
を

お
考
え
い
た
だ
く
際
に
参
考
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ

て
お
き
ま
す
。�

・
建
築
年
が
昭
和
45
年
よ
り
古
い
か
ど
う
か�

・
第
１
図
で
、
震
度
5.5
以
上
（
震
度
６
弱
）
と
な
る
地

　
区
に
居
住
し
て
い
る
か
ど
う
か�

�
の
２
点
で
す
。
両
者
と
も
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
ま

ず
も
っ
て
耐
震
診
断
を
実
施
さ
れ
、
必
要
か
つ
無
理
の

な
い
補
強
へ
と
進
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。�

�

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

頭
を
抱
え
て
し
ま
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
も
う

一
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
診
断
で
は
、
神
戸
の

よ
う
に
震
度
７
の
激
甚
地
震
の
襲
来
を
前
提
と
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
瑞
浪
市
の
場
合
、
最
強
の
敵

（
複
合
地
震
）を
想
定
し
た
と
し
て
も
「
震
度
７
」
の
大

揺
れ
は
考
え
る
必
要
が
な
さ
そ
う
で
す
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
こ
の
複
合
地
震
に
対
し
て
「
わ
が
家
を
守
る
」

こ
と
を
目
標
に
し
て
耐
震
診
断
と
補
強
の
問
題
を
見
直

し
て
み
る
こ
と
が
実
際
的
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
私
共
は
「
想
定
地
震
に
応
じ
た
耐
震
補
強

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
お
り
、
成
果
の

一
端
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

わ
が
家
を
守
る

わ
が
家
を
守
る�

わ
が
家
を
守
る

わ
が
家
を
守
る�

わ
が
家
を
守
る�

耐震得点下限…居住不能�
（大破）には至らない�

耐震得点下限…若干の被害は�
あるが、雨露は凌げる�

耐震得点下限…生活支障�
ほとんどなし�

耐震得点下限…生命の危険を伴わない　�

0.15ー0.2�

0.1ー0.15�

0.05ー0.1�

0ー0.05

第３図（a）�

第３図（b）�第３図（c）�第３図（d）�

0.8ー1�

0.6ー0.8�

0.4ー0.6�

0.2ー0.4�

0ー0.2

0.4ー0.5�

0.3ー0.4�

0.2ー0.3�

0.1ー0.2�

0ー0.1

0.3ー0.4�

0.2ー0.3�

0.1ー0.2�

0ー0.1
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・
日
　
時
　
２
月
23
日（
日
）
９
時
〜�

・
講
　
師
　
伊
野
重
幸
氏�

・
定
　
員
　
40
人�

・
受
講
料
　
１
、５
０
０
円�

・
締
切
り
　
２
月
20
日（
木
）�

�

◎
問
合
せ
・
申
込
み�

�

　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

☎
６
７
ー
２
５
０
６�

　
柳
の
木
が
楼
閣
山
水
図
に
あ
し
ら
わ
れ

た
中
国
景
徳
鎮
窯
の
染
付
け
製
品
は
18
世

紀
中
頃
、
イ
ギ
リ
ス
等
各
地
に
大
量
に
輸

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
ウ
ィ
ロ
ー
パ

タ
ー
ン
」
と
し
て
意
外
な
展
開
を
み
せ
、

世
界
を
駆
け
巡
っ
た
数
奇
な
文
様
の
企
画

展
で
す
。�

　
１
月
か
ら
市
内
の
一
部
で
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
の

に
伴
い
、
９
日
に
、
市
役
所
に
設
置
さ

れ
た
マ
ル
チ
モ
ニ
タ
ー
点
灯
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
市
内
全
域
を
対
象
に
情
報
格
差
を
解

消
す
る
た
め
、
情
報
基
盤
を
整
備
（
光

フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設

な
ど
）
し
、
高
速
通
信
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
と
、
最
大
40
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

テ
レ
ビ
番
組
を
鮮
明
な
画
像
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
東
濃
西
部
３
市
１
町
な
ど
が
出
資
す

る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
お
り
べ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
事
業
主
体
と
な
り
、
現
在

は
市
の
中
心
部
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
中
に
は
市
内

全
域
に
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。�
�

◎
問
合
せ
　
Ｉ
Ｔ
推
進
室
　
☎
内
線
３
３
７�

　
１
月
17
日
、
国
体
冬
季
大
会
（
群
馬

県
で
25
日
か
ら
開
催
）
の
ス
ケ
ー
ト
競

技
に
出
場
す
る
監
督
と
選
手
の
激
励
会

が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
出
場
す
る
の
は
い
ず
れ
も
中
京
高
校

ス
ケ
ー
ト
部
で
、岡
本
裕
樹
監
督
、
杉
田

忠
君
（
２
年
生
　
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
）、

佐
郷
幸
亮
君
（
３
年
生
　
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
）、
原
敬
朋
君
（
同
）、
小
木
曽

真
希
さ
ん
（
同
）
で
す
。
出
場
者
の
皆

さ
ん
は
、
�
嶋
市
長
の
激
励
に
対
し
自

己
記
録
の
更
新
を
誓
い
ま
し
た
。
　�

・
日
　
時
　�

�

　
一
　
般
　
毎
週
木
曜
日
　
18
時
30
分
〜�

　
　
　
　
　
土
・
日
曜
日
　
13
時
30
分
〜�

　
高
齢
者
　
毎
週
木
曜
日
　
13
時
30
分
〜�

・
場
　
所
　
市
民
体
育
館�

�

・
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体

　
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
１
、０
０
０
円
、�

　
筆
記
用
具�

◎
申
込
み
・
問
合
わ
せ�

�
　
市
民
体
育
館  

☎
６
８
ー
０
７
４
７�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
開
始�

２
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は�

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」で
す�

◎
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
放
送
）
は
、
窓
を�

　
開
け
る
か
、
外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。�

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す�

市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習�

宮田　隼輔ちゃん（３歳）�
しゅんすけ�

（土岐町）� （釜戸町）�

溝口明日香ちゃん（３歳）�
あ　す　か�

土岐児童センター�

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
の
お
知
ら
せ�

企

画

展�

２
月
６
日（
木
）〜
３
月
２
日（
日
）�

郷
愁
の
ウ
ィ
ロ
ー
パ
タ
ー
ン�

〜
器
の
絵
と
な
り�

　
　
　
　
語
り
継
が
れ
た
悲
恋
物
語
〜�

作
陶
講
座�

手
捻
り
で
作
ろ
う
！
ひ
な
人
形�

国
体
ス
ケ
ー
ト
出
場

国
体
ス
ケ
ー
ト
出
場�

国
体
ス
ケ
ー
ト
出
場

国
体
ス
ケ
ー
ト
出
場�

国
体
ス
ケ
ー
ト
出
場�



　
１
月
12
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。�

　
瑞
浪
市
国
際
交
流
推
進
協
議
会
と
中

央
公
民
館
が
主
催
し
た
も
の
で
、
「
ポ

ッ
ト
ラ
ッ
ク
」
と
は
、
あ
り
あ
わ
せ
の

料
理
を
持
ち
寄
る
パ
ー
テ
ィ
ー
の
こ
と

で
す
。�

　
昨
年
度
の
交
流
会
参
加
者
や
世
界
の

文
化
を
学
ぶ
講
座
の
関
係
者
な
ど
80
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ

リ
ス
出
身
の
市
内
在
住
外
国
人
が
料
理

を
持
っ
て
参
加
し
、
各
国
の
家
庭
料
理

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た�

　
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
市
内

各
地
で
年
越
し
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
釜
戸
町
で
は
、
１
月
１
日
、
第
11
回

釜
戸
元
旦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
た
約
3.1
㎞

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
1.9�
km
）
の
コ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
約
200
人
が
参
加
し
ま
し

た
。�

�

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
あ

わ
せ
た
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。�

　
１
月
12
日
、
陶
小
学
校
で
ど
ん
ど
焼

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
町
の
行
事
と
し
て
多
く
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
お
う
と
陶
子
ど
も
会
連
合
会

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く

り
組
織
や
長
寿
会
等
も
協
力
し
、
児
童

や
お
年
寄
り
な
ど
約
200
人
が
参
加
し
ま

し
た
。�

　
健
康
や
安
全
を
祈
願
し
て
、
校
庭
で

の
神
事
に
続
き
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
あ
た
た
か
い
豚
汁

な
ど
も
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。�
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１
月
９
日
、
商
工
会
議
所
が
主
催
す

る
新
春
名
刺
交
換
互
例
会
で
、
快
適
空

間
賞
が
発
表
さ
れ
、
次
の
団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。�

●
大
　
賞�

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
出
展
Ｐ
Ｒ
委
員
会�

（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
メ
ッ
セ
に
み
ず
な

み
焼
き
を
出
展
と
グ
ッ
ド
デ
ザ
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2月17日（月）から3月17日（月）までです。�

※詳しくは、多治見税務署（〒507－8706多治見市音羽町１丁目３５番地　☎ 22-0101）、税務相談室�
　多治見分室（☎ 23-7131）、市役所税務課（☎68-2111 内線117・118）へお尋ねください。��
�

　平成14年中に所得のあった方の所得税および市・県民税の申告相談会を次のとおり開催します。�

期間中の後半は混雑が予想されますので、お早めに相談会場へお出かけください。�

申　告　相　談　会　日　程�

・相談会の開催は土・日を除く９時～16時の間です。�
・市役所税務課窓口での申告相談は行いません。�

申告に必要なもの�

開　　催　　日� 会　　　　　　場�

２月１７日（月）～２月２１日（金）�

２月２４日（月）～２月２５日（火）�

２月２６日（水）�

２月２７日（木）～２月２８日（金）�

２月２８日（金）午前中のみ�

３月　３日（月）～３月　４日（火）�

３月　５日（水）～３月１７日（月）�

市役所　２階大会議室�

陶コミュニティーセンター　大会議室�

稲津コミュニティーセンター　多目的ホール�

釜戸コミュニティーセンター　多目的ホール�

大湫コミュニティーセンター　講堂�

日吉コミュニティーセンター　多目的ホール�

市役所　２階大会議室�

所得の計算に必要な書類�

　給与・公的年金等などの所得のある方は、源泉�
徴収票（原本）�

　営庶業所得・農業所得・不動産所得のある方は、�
その収支内訳書等（ただし農業所得を標準で計算�
される方は、「計算のめやす」）�

　一時所得のある方は、その所得の収入・経費の�
わかる書類�

　配当所得のある方は、配当金額、源泉徴収税額�
のわかる書類�

所得控除の計算に必要な書類�

その他必要なもの�

　生命保険料控除・損害保険料控除を受けようと�
する方は、その支払額などの証明書�

　障害者控除を受けようとする方は、障害者手帳�
（療育手帳）など�

　医療費控除を受けようとする方は、医療費領収�
証（保険金などで補てんされた金額がある方は、�
その金額がわかる書類）�

　印鑑（朱肉を使用するもの）�

　寄付金控除を受けようとする方は、領収証�

　所得税の還付を受けようとする方は、申告者本�
人名義の預貯金口座番号のわかるもの�

平成14年分の所得税の確定申告の受付は�平成14年分の所得税の確定申告の受付は�平成14年分の所得税の確定申告の受付は�

　所得税の確定申告書は、ご自分で作成し、お早�

めにお出しください。市役所（コミュニティーセ�

ンターを含む。）では自営業の方の相談を行いま�

せんので、ご不明な点は税務署でお尋ねください。�

税務署では、職員のアドバイスによりご自分で申�

告書などを作成していただきます。�

　ただし、収支内訳書等・申告書がご自分で作成�

済みの方は、市役所でも提出できます。�

　平成14年中に土地・建物等を売却された方（譲

渡所得のあった方）は、原則所得税の確定申告が

必要です。�

　申告のしかたなどについて、お分かりにならな�

い方は、関係資料をご持参の上、申告期間中に多�

治見税務署へお出かけください。�

　障害者手帳等の交付を受けていない方であって

も、介護保険の要介護認定（要支援を除く）を受

けている方は、障害者控除の対象になる場合があ

ります。詳しくは、市役所高齢介護課（☎内線154）
へお尋ねください。�

自営業を営んでみえる方へ�

土地・建物等を売却された方へ�

障害者控除を受けようとする方へ�

12平成15年２月１日�



　最近の技術は、目覚ましく小型化、軽量化、見

た目の良さ（加工）等、様々な物が消費者の心を

つかむよう工夫されていますが、今回加工技術に

ついてお話ししていきたいと思います。�

テ－マ�

月も火星も飛び越えて太陽系から飛び出そう！�

                 宇宙を立体的に見る!!�

日時：２月23日（日）13時30分～14時30分  �

対象：小学3年生以上�

内容：コンピュ－タ－シミュレ－ションを使っ

　　　て、君も宇宙飛行を体験しませんか。�

２月　イベント情報�

　�

みんなで考えよう！サイ
エン
ス

13 瑞浪市役所　☎ 68-2111

最近の技術�最近の技術�最近の技術�最近の技術�

加　工　技　術�

　昔は、金属等を加工するためには数千℃にも暖

めなければならなかったのですが、人間とは賢い

もので、物質が混ざり合うことで融点（とける温

度）を下げる現象に気づきました。�

　この原理を利用して、幾つかの金属を混ぜ合わ

せて合金を作り、これを用いることにより、低い

温度で加工できるものを生活に利用しました。代

表的なものは、ヒューズですね。その他にも絵の

具の容器、美術工芸品等にも使われています。　

　よく似たもの

ですが最近では、

低融点プラスチ

ックもあります。

これの長所は、

お湯でとけるの

で簡単に加工で

き、失敗しても再度温めることにより加工し直す

こともできます。�

　逆に短所は、熱に弱いので、熱源の近くに置く

と原形を崩してしまうことがあります。（低融点

合金も同様です。）原理等については、企業秘密

等があり解らないのですが、結構簡単にできます

のでお試し下さい。

ただしこれらのも

のは、一般的に手

に入りにくいと思

いますのでサイエ

ンスワールドへお

越し下さい。�

加工体験するには�

　サイエンスワールドでは、昨年の12月末から�

この低融点プラスチックに蓄光材を

混ぜてペンダントを作るミニワーク�

「光るペンダントをつくろう」を始

めました。（無料、予約券が有ります。

土、日曜、祝日等にミニワークの１

つとして出してありますが、無い時

も有りますのでご了承ください。）�

　また、最初にお話した低融点合金

を使ったワークショップ「低融点合金でペンダン

トを作ろう」（平日

の団体利用時に事前

予約が必要。材料費

200円が必要になり

ます。）も行っていま

す。機会があれば１

度体験してみてくだ

さい。�

 ◎問合せ・申込�

　サイエンスワールド�

　☎ 66－1151

宇宙ライブショ－「ユニバース」�

●科学実験道場�

２月１日（土）・８日（土）・15日（土）�

●第７回市民講座�



○父親研修会　(稲津保育園の保護者と一緒に)�

　２月８日(土)　10時～�
　・対　象　乳幼児を持つ父親　�

○お店屋さんごっこ　(保育園児と遊ぼう)�

　２月21日(金)　10時～11時30分�
　・対象児　1歳～就園前　��

○親子遊び　(体操・ふれあい遊び・作り遊びなど)�

　３月６日(木)　10時～11時30分�
　・対象児　１歳～就園前�

○０歳児親子ふれあい体験　(申込不可)�

　毎月第４水曜日　10時～　�
　・対象児　首がすわってから１歳の誕生日位まで�

◆会場　稲津保育園(遊戯室・子育て支援センター)�

◆申込方法　電話もしくは直接申込む�

◎申込・問合せ　子育て支援センター(稲津保育園内)�

　　　　　　　　☎ 66-1064��

�

２月23日（日）�

２月21日（金）�

２月23日（日）�

　小里川ダム工事事務所では現在湛水中のダム湖の

名称を募集します。�

　末永く愛される名称の応募をお待ちしています。�

・応募要領　官製はがきまたは電子メールに、�

　　　　　　①住所②氏名③年齢④ダム湖の名称と�

　　　　　　その理由を記入して送付する�

・応募期限　２月21日(金)�

※採用された応募者には粗品を進呈します。�

　なお応募者多数の場合は抽選で５人とさせていた

　だきます。�

◎応募先　〒509-7693山岡町上手向1239-1�

　　　　　小里川ダム工事事務所　調査設計課�

　Ｅメール　ori353@blk.mmtr.or.jp�

・講演会　「南極観測の50年－地球環境問題への�

　　　　　アプローチ－」�

・講　師　渡邉興亞氏(国立極地研究所長)�

・入場料　無料�

・駐車場　70台�

◎問合せ　東濃地科学センター　地域交流課�

　　　　　☎0120－333－112(フリーダイヤル)�

　リサイクル粘土で茶碗を作り、茶会と織部焼の歴

史を学ぶ塾の参加者を募集します。�

・日　時　２月22日(土)【作陶】・３月15日(土)【茶会】�

　　　　　場所９時30分～11時30分�

・場　所　セラミックパークMINO作陶館�

・内　容　リサイクル粘土の学習、茶碗・小皿の作

　　　　　陶、自作陶器による茶会、美術館長の織

　　　　　部訓話　(詳しくは問合せ先まで)�

・対　象　環境に関心のある方�

・定　員　20人　・参加料　2,000円(２日分)��

・申込締切　２月14日(金)�

◎申込・問合せ　東濃地域振興局環境課☎ 23-1111�

　江戸時代に猿子村として賑わっていた地元を再発

見する手作りのお祭りです。�

・食べ物コーナー�

・子ども広場�

・瑞高コーナー�

・中京高コーナー　　　　�

・小さな小さな音楽会�

・リサイクル品販売・蚤の市�

・猿子村ギャラリー　・猿子広場、喫茶など�

◎問合せ　日比野　☎ 67-1885�

　　集合　総合庁舎　  8時45分��

　　解散　総合庁舎　 17時40分��

・行先　アクティブＧ、GIFUフラワーショー、道

　　　　の駅むげ川�

・定員　40人（希望者多数の場合は抽選）�

・費用　バス代無料(各施設入場料、昼食代各自)　 

・申込方法　２月７日(金)(当日消印有効)までに、

　往復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を記入

　して下記へ送付。はがき１枚につき４名まで可。

　ただし、全員の住所、氏名等を記入し、返信用の

　宛名は、代表者名を記入してください。�

◎申込・問合せ　�

　　〒507－8708多治見市上野町5-68-1��

　　東濃地域農林商工事務所　産業労働課�

　　☎ 23－1111(内線218)��

14平成15年２月１日�

土岐町益見地区（中京高テニスコート～始禄～若葉周辺）�
10時～14時�

「おんぶにだっこ教室」のお誘い�

「小里川ダム」のダム湖名称募集�

圏域間交流バス参加者募集(岐阜行き)

「東濃オリベ環境塾」参加者募集�

「猿子村まつり」へいらっしゃい！�
さる　こ�

東濃エネルギーセミナー開催�

14時～15時30分�

ミュージアム中仙道�



◆行政相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…２月10日(月)  10時～15時�

◆人権・法律相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…２月20日(木)　10時～15時�

◆結婚相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…２月５日(水)・12日(水)・23日(日)�

　10時～16時　　　�

◆心配ごと相談　社会福祉協議会　☎ 68-4148 �
　日時…毎週月曜日　10時～15時　�

◆高年齢者職業相談　商工課　☎ 内線481�
　日時…火・木・金曜日（11日を除く）９時～16時�

◆身体障害者相談　社会福祉課　☎ 内線104�

　日時…２月７日(金)・17日(月)・28日(金)�

　　　　９時～12時�

◆住宅修繕相談　都市計画課　☎ 内線248�

　日時…２月18日(火)　10時～15時�

◆移動家庭児童相談　社会福祉課　☎ 内線102�

・陶児童館　２月５日(水)　10時～12時�

・子育て支援センター（稲津保育園内）�

　　　　　　２月５日(水)�

　　　　　　13時30分～15時30分�

・釜戸コミュニティーセンター�

　　　　　　２月12日(水)　10時～12時�

・日吉コミュニティーセンター�

　　　　　　２月12日(水)�

　　　　　　13時30分～15時30分　　　　�

◆母子相談　社会福祉課　☎ 内線102�
　日時…２月４日(火)・３月４日(火)９時～12時�

◆教育相談　学校教育課　☎ 内線488�
　日時…毎週月・水・金曜日　13時～17時�

　　　　(10日・21日を除く)�

◆電話相談　各相談日　☎ 68-9811��

ハートピア（市民福祉センター）相談室�

（２月分）�相 談 コ ー ナ ー �

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）�

市役所１階市民相談室�

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）�
�
○市県民税（特別徴収）　１月分　２月10日(月)�

○固定資産税　　　　　　４期分　２月28日(金)�

○国民健康保険料　　　　２月分　２月28日(金)�

○水道料金・下水道使用料　 １月分　２月28日(金)�

○介護保険料　　　　　　２月分　２月28日(金)�

◆職種・採用予定人員　技能員 ２名��

　クリーンセンター、学校給食センター等の業務に

　従事�

◆受験資格　昭和42年４月２日以降生まれの、健

　康かつ身元確実な方で、高校卒業以上の学歴を有

　し、普通自動車運転免許取得者�

◆申込書の配布　２月３日(月)から秘書課及び各コ

　ミュニティーセンターで配布〈郵送による申込書

　の請求は、返信先を記入した返信用封筒(Ａ４サ

　イズ、120円切手貼付)を同封してください。〉��

◆提出書類　申込書に必要事項を記入のうえ提出�

◆受付期間　２月３日(月)～２月14日(金)�

　８時30分から17時まで（土・日・祝日は除く）�

　郵送の場合は簡易書留で２月14日 (金)消印有効�

◆試験日時及び会場　２月24日(月)　９時～  �

　総合文化センター  �

◆試験内容　面接・作文等による試験�

◆試験当日の持ち物　受験票（受付後、送付します

　ので写真を貼付して持参）、 筆記用具�

◎申込・問合せ　〒509-6195 上平町１丁目1番地

　　　　　　　　秘書課　☎ 内線314・317��

　土岐医師会准看護学校の専任教員を募集します。�

○募集人員　1人��

○応募資格　45歳までの看護師免許所持者で、臨

　　　　　　床経験が5年以上ある方。��

◎問合せ　土岐医師会事務局　☎ 55-3740��

15 瑞浪市役所　☎ 68-2111

　休場日　２月２日(日）・８日(土)・14日(金)　　

　20日(木)・26日(水)・３月３日(月)�

斎場のお休み　市民課　☎ 内線 105

瑞浪市職員募集(４月採用)

准看護学校の専任教員募集�

市営住宅入居者募集�

応募資格　◆原則として市内に３カ月以上住所または勤�
　務地があり、かつ、市税を滞納していない方��
◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯を�
　構成する方�
◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方��
応募期限　２月17日（月）��
※ 問合せには所得のわかる書類をご用意ください。�

竜　　吟�釜戸町� 簡２PC造�3DK １�
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☎内線324

�

所在地�団 地 名� 構   造�形 式� 募集数�家　賃� 敷金�

瑞浪市議会議員一般選挙�

投票日�２月９日（日）�



●対象者　Ⅰ期初回3回接種終了後、1年以上経過�

　　　　　している７歳半（90カ月）未満の児　

　　　　※百日咳にかかった児は、ジフテリア・

　　　　　破傷風の二種混合を接種しますので、

　　　　　申し込み前に保健センタ－にご連絡く

　　　　　ださい。��

●期　間　3月1日(土 )～3月31日(月 )までの各医

　　　　　療機関の指定する日時��

●実施順序　①２月20日(木 )までに申し込みは�

　　　　　　　がきを保健センターへ提出してく�

　　　　　　　ださい。（はがきは予防接種のし�

　　　　　　　おりにとじてあります。)��

　　　　　　②２月27日(木) 以降に希望する医療

　　　　　　　機関へ直接電話で日時を予約して

　　　　　　　ください。��

　　　　　　③予診票と母子健康手帳を持参のう

　　　　　　　え、予約した医療機関で接種して

　　　　　　　ください。�

＊申し込まれた医療機関を変更することはできま

　せん。　�

（２月1日～７日は生活習慣病予防週間です。）

・バランスのとれた栄養�

・適度な運動�

・十分な休養�

以上の3つがバランスのとれた状態は、健康づく

り（予防）の基本です。自分の生活を見直して、

生活習慣病を予防していきましょう。��

♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

健診・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�

母子健康手帳�

母子健康手帳�

２月25日（火） 

２月18日（火） 

２月20日（木） 

２月13日（木） 

２月19日（水） 

２月18日（火） 

２月25日（火） 

13時30分開始� 生後７～８カ月生まれ�

平成11年８月生まれ�

平成14年２月生まれ�

平成12年８月生まれ�

平成13年２月生まれ�

平成11年２月生まれ�

平成10年８月生まれ�

平成14年10月生まれ�
第１子13時集合�
第２子以上14時～14時30分受付�

母子健康手帳�
お茶�

４ カ 月 児 健 康 診 査 �

１歳児すくすく教室�
９時50分～10時�
（終了は11時30分）�

母子健康手帳 �
歯ブラシ・コップ�

離 乳 食 教 室 �

２ 歳 児 歯 み が き 教 室 �

２歳６カ月児歯みがき教室�

３歳６カ月児歯みがき教室�

４ 歳 ・ ４ 歳 ６ カ 月 児  �
歯 み が き 教 室 �

＊汚れてもいい服装�
　でおいでください。�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�
　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

　広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  ☎68-2111　http:/ /www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

�

（百日咳・ジフテリア・破傷風）�

医療機関名�電　話� 受入れ条件�

68-3043

68-2733�

68-2817�

68-2959�

68-6116�

68-0068

67-1221

68-4111

(木)　9:00～12:00、�
　　14:30 ～15:30

セオ医院�

佐々木外科医院�

宮川クリニック�

岩島医院�

明生クリニック�

昭和病院�

嶋崎内科医院�

タチ医院�

タルミ医院�

瑞浪病院�

勝股医院�

とよだ小児科
ク リ ニ ッ ク �

玉田医院�

西尾医院�

塚田婦産科院�

大湫病院�

66-2250

67-1732

67-2363

68-8896

69-2005�

65-2701�

63-2002�

63-2231

(月)(火)(木)(金) 15:00～15:30�
　(人数により14：00～)

(木)　14:00～15:00�
    (予約の電話は午後)

(火)(金) 14:00 ～15:00�

(月) (水) 12:00�
(火) (金) 17:00

第1･4(月)14:00 ～15:00

(月)(火)(木)(金)12:00～13:00

(月)～(土) 12:00 ～13:00�

(火)(金) 14:00 ～15:00�

(木) 13:00 ～15:00

(月) 15:00 ～16:00�

(月)～(土) 12:00 ～13:00

(火)(金) 14:00 ～15:00�

(月)(水)(金) 12:00～13:00

(月)～(金) 13:00 ～16:00�

(火)(木) 15:30 ～16:00�

＜料金＝無料＞�Ⅰ期追加三種混合予防接種�

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

内　容　イライラする、気分が沈む、不安恐怖がある、　　�

　　　　怒りっぽい、老人ボケ、アルコール依存症等�

担　当　精神科医師・精神保健相談員�

＊電話等で予約が必要。秘密は厳守します。�

�

�

２月18日（火）�13時～14時�保健センター�

 精神保健相談・老人性痴ほう症相談�『健康は日々の暮らしの積み重ね』�


